
公式を作って遊ぼう

ガウスと小町
（１）あなたは１～（ ）までの合計を何秒で求めれますか？

・スタートと言ったら初めて下さいね。

・出来た人は手を挙げましょう。

・そのときのタイムを記入してください。

制限時間は１分です。

＜スタート＞・・・・・・・・（ ）秒

１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９＋１０＋ ＋（ ）＝（ ）

＜早くできる式を作ろう！！＞

・１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９＋１０＝（ ）

（２）数字の１から（ ）までの数字を足したり、引いたりしてその合計が（ ）

になるように＋や－を入れて式を作りましょう。時間を計りますよ。

制限時間は２分です。

＜スタート＞・・・・・・・・（ ）秒

・１□ ２□ ３□ ４□ ５□ ６□ ７□ ８□ ９＝（ ）

＜早くできる式を作ろう！！＞

・１□ ２□ ３□ ４□ ５＝（ ）



＜台本：問題１＞

・今日は公式はどうして必要なのを考えましょう。

まずはじめに、１から終わりまでの数字の合計を求めるのに何秒で出来るかを競います。

答を知っている人はクイズなので教えないでね。

・準備はいいですか？出来た人は秒数を言うので書き入れてください。

終わりの数字は１５です。では、はじめ！！（はじめに手をあげたら秒数を言います）

１分過ぎました。そこまで、早くできた人もいるし遅い人もいます。

・みんなが早くできるとうれしいですよね。

誰もが早く出来る式はないのでしょうか？みんなのために考えませんか？

・では、式を作ってみましょう。はじめは簡単な数字から考えましょう。

１から１０の合計を計算して、簡単に答が出る式を考えて見ましょう。

はじめに合計はいくらになりますか？

みなさんも、簡単にできる公式が見えてきましたか、自分で式を作ってみましょう。

出来た人はクイズなのでまだ言わないでよ。

（ここで、５分程度の時間をとり、出来た人を確認しましょう。）

＜式を作ろう＞

・ヒントは初めの数字と最後の数字を足してみましょう。

１＋ ２＋ ３＋ ４＋ ５＋ ６＋ ７＋ ８＋ ９＋１０

１０＋ ９＋ ８＋ ７＋ ６＋ ５＋ ４＋ ３＋ ２＋ １

１１＋１１＋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・＋１１

（１＋終わりの数）×終わりの数字÷２

はじめの数字は１です。

終わりの数字を終わりなのでＥＮＤからＥとします。

これで書いてみるとかっこいいですよ。

（１＋Ｅ）×Ｅ÷２です。

もっとカッコ良くするには分数や×はローマ字の X と間違うの・記号や面倒なの
で省略してもいいです。

（１＋Ｅ）・Ｅ Ｅ（１＋Ｅ）

２ ２

記号を使うと式が格好良くて便利です。この記号のことを量を表す記号なので量記号と言

います。みなさんも半径はＲを使ったり直径はＤを使ったりしていますよね。

カッコのいい式が出来ました。本当にあっているか試してみましょう。

この式から早く計算するために偶数の方を２で割て計算すると簡単に暗算が出来ます。

では、１～１０００までの数字の合計を求めましょう。

応用です。途中から始まるときはどうなるでしょう。

例５～１０までの式を作ってみよう。はじめの数字はスタートなのでＳで終わりはＥの記

号を使って書いてみて下さい。これは宿題です。

（Ｓ＋Ｅ）ｎ／２＝（Ｓ＋Ｅ）・（Ｅ－ｓ＋１）／２

＜余談：ガウスという数学者は小学生のときにこの考え方で解いたそうです。＞



＜台本：問題２＞

・１～９の数字を足し算か引き算をして、その合計が同じになるような式を作ります。

・今から合計の数字を言いますので、準備はいいですか？出来た人は秒数を言うので書き

入れてください。

・では、終わりの合計の数字は９です。用意はじめ！！

・２分過ぎました。そこまで、出来たひとは、答を言ってみて下さい。

いろいろな答があると思います。答はひとつではありません。

・答がいろいろある問題でも、簡単に求める式が出来るのでしょうか？

では、少しでも時間が短縮できる式を作ってみましょう。

・はじめは簡単な数字から考えましょう。

１から５で、簡単に答が出る式で考えて見ましょう。

（ここで、１分程度の時間をとり、出来た人を確認しましょう。）

・みなさんも、簡単にできる公式が見えてきましたか、

出来た人はクイズなのでまだ言わないでよ。

・ヒントはすべての式が足し算だったらどうなりますか？

また、引くときはその数字は加算されない上に、引くのだから２回引くのと同じだよ。

（ここで、２分程度の時間をとり、出来た人を確認しましょう。）

・式の合計をＧとして、４を引くときの式を考えて作ってみよう。

１＋２＋３－４＋５ ＝Ｇ

合計の公式からその数字を引くと考えると

１＋２＋３＋４＋５ －４ －４ ＝Ｇ の式が出来る。

よって引く数字４をＸとすると

Ｅ（１＋Ｅ）

－２・Ｘ＝Ｇ

２

Ｅ（１＋Ｅ）

＝Ｇ ＋２・Ｘ
２

Ｅ（１＋Ｅ）－２Ｇ

Ｘ ＝

４

・答に合うように数字を決める。何か中途半端ですが答を求める時間は短時間できます。

＜では合計が８になる式を見つけよう＞

この合計の式は存在すると思いますか？公式に入れた答が整数でないと存在しないと言

うのが分かります。公式はすごいです。

＜台本：公式はすごい＞

みなさんも式を作るとすごく時間が短縮されて、便利でしょう。こんな式を考えられるよ

うに、みなさんも数学の式の作り方を学びましょう。

また、物理では量記号や組み合わせ単位など便利な記号が出てきますが、それを知ってい

るとすごく便利です。英語の単語だとおもって勉強して下さい。


